
  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★３月には石に絵の具でお絵描きをする予定です！★   

 

※イメージ図 

まず１歳児クラスは“石を知る”というところから始まり  

“見つける”“手に取って触る”“集める” 

それが大事な宝物になり“自分で拾った石を持ち歩く” 

子もいました。 

 

石を使って、子ども自身が遊びを生み出します。 

   “石を両手に持って叩き合わせて音を出す”“色々な場所に叩 

き合わせて音を出す（ベンチ、地面、木‥）”“石を使って 

絵を描く”“石のご飯”（見立て遊び）“ベンチの隙間に落と 

す”“並べる”など様々な遊びに発展。 

 

 

活動の振り返り 

“ゴツゴツしている”“すべすべしている”など感触の違 

いを感じたり、「大きいね、小さいね」と大きさ比べに 

なったり、「しろいね」「あかい！」など“色の違い”を 

教えてくれていました。 

 

公園、河原や道端などにある“石”。 

子どもたちにとって身近に存在する“石”をテーマにしました。 

 

 

普段何気なく遊んでいる石をテーマにして活動に取り入れることで、遊

びの幅が広がったり、色々な発見があったり、五感を使った遊びが多くな

ったりと、石を使って存分に楽しむことができたように思います。 

最初は「いしねー。ふーん」「なんだろー」という表情でしたが、夏前

にはすっかり石と仲良くなり、自発的に見つけてお友だちや 

保育者に見せてくれたり、遊びに取り入れたりしていました。 

 

※３月、石にお絵描きをしたらお部屋に展示する予定です！ 

 

 


